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はじめに
チベット大蔵経のテンギュル「中観部」には、DIpamkaraSrljfiana(AtiSa)に帰される二
つの『中観説示』が収録されている。一つは『中観説示(MqdﾉZyama虎opadeSfz)(')』であり、
もう一つは『中観説示・開宝筐論(R(zt〃α虎αrrz"ogﾉz"α極、α-"zadﾉlyama虎Opa咋Sa)(2)』で
ある。近年、後者に関する研究がいくつか発表されている(3)が、ここでは前者の短い方の
M上zdﾉlyα"zαんOpadeSaについて考察する。
Mtzdhyqma々OpadeSaには、PrajfiamokSa(Shesrabtharpa)なる人物による注釈書
M上zd〃yama虎Opqde""r,tti(4)が伝えられている。彼がどのような人物であるのかは明らかで
はないが、その奥書きの情報から次のことがわかる。彼はインド人のパンディタと伝えられて
いることから、本注釈書は最初にサンスクリットで書かれた（説かれた）ものである。このテ
キストの翻訳者が彼自身とTshulkhrimsrgyalbaであり、後者はDIpamkaraSrijiianaの
テキストの共訳者としても知られておいることから、この三名は同時代にチベットにおいて生
存していたと言える。
Debthersngo"poには、
そこ(Lhasa)において、rNgog(Legspa'ishesrab)がお願いしたので、翻訳官
(Nagtsho)とパンディタ(DIpamkaraSrljfiana)は、rTbgge'6(z76a(TIzr"jU"J(z)
を翻訳し、AtISa(=DIpamkaraSrIjfiana)がそのupadeSaとして大小二つのdB"ma'j
、α刀g昭qg(Madhy(zmi"(z-up(zde")を著作なさった。再びまたニェタン(sNyethang)
に入住なさった(5)。
と伝えている。またMtzdhyama々Opqd蕗αの奥書きに、
ラサの大昭寺('Phrulsnanggtsuglagkhangchen)でDIpamkaraSrIjfianaという
賢者にチベットの尊者Legspa'ishesrabがお願いをしてから、私(Tshulkhrims
,gyalba)が翻訳をした。
と偶頌の形で述べられている。これらの記述から、本テキストは著者がラサに滞在している間
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に著されたものであることがわかる。さらに、BhavyaのTh流伽奴αのチベット訳の副産
物であり、その二つの概説書の短い方であったと推測できる。ただし、二つの概説書と
、刀加/"〃αとの関係は、あまりないように思える。Rat"α虎αrn"ogﾉ"#αについては、
ルノ純/U"αからの引用が見られるものの(6)、その中心テーマは「発菩提心」であり(8)、それ
はThFqhqj""aにおいてはあまり関心が払われていないからである。
MGzdh""na伽pqdesaとRa加α脆""dogh"αの関係
前述のように、二つの『中観説示』は同時期に著されたと伝えられている。Rat児αhamrzd-
Oglta"の方にも、MMqdﾉtyα"z(zh(z-IJpade"のタイトルが付されていることから両者の内容に
も多くの共通項があるように思われる。そのような視点で調査を試みてみたが、思っていた程
の類似点を見つけることはできない。テキストの構成に関してみて見ると、M(zdhyamq-
"Opqde"は「二諦説」から始まるのに対し、Rat"q"(zJTz"og""ではその主要テーマが
｢発菩提心」であり、それぞれのテーマはもう一つのテキストでは排除されている。従って、
MadﾉZyα"zabOp(zde"はRat"αんαm"ogha"に説かれている内容を圧縮したというもので
はない。
では、何の関係もない二つのテキストが、たまたま同時期に著されたことから、同一のタイ
トルが付されたのであろうか。そこで、短い方のMtzdhyf"7za々opade"に説かれている語句
を、長い方のRat"α""a"ogﾉ堀虹に求めてみる。まず、Mnd/zyamahopadeSaでは最初に
二諦説を示した後に、三昧に入る具体的な記述として、 「心地よい座具に結珈鉄座をして座
り(8)」と説かれている。Rama虎αr(z"ogﾉtamにおいても、テキストの冒頭箇所に「三宝の影
像の御前で柔らかい座具や絨毯に座り(9)」と説かれている。後者には、さらに詳細な具体的記
述が続いている。完全に一致するものは「座具に座る(stanla'dug)」という語句のみであ
るが、テキストの導入部分に、ほぼ同じことを述べる文章が見られる。
続いて三昧を通して事物を物質的存在と非物質的存在に分類した上で、後者を「心」と定義
する箇所に次の記述が見られる：
色がなく、形態を離れており、虚空と同じように成立しておらず、一多を離れており、
不生であり、自性により輝いているものなどであり、論理の武器により考察し、調査すれ
ば、成立していないものと理解される。
これとほぼ同じ表現がRat"α"(zmmog/Za"においても、先ほどの記述の直後の「心」の語
義を解説する箇所において、次のように述べられている：
心には色がなく、形態がなく、自性により輝いて、本来生じるものではない('⑪。
このように「心」という語を解説する際に、全く同じ説明がなされている。
同じ著者が同一時期に著したとされる二つのテキストに同じ解説が述べられていることは極
｜
’
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自然なことである。この部分の両方のテキストの構成は、まず三昧に入り、心を統一し、一切
法が無自性であることを認識するというものであり、ほぼ同一である。ただしRat"α"α(md-
Og""は、この後に「発菩提心」などのテーマが続く。これらのことから両者の関係を考え
ると、まず著者にとっての「中観の概説」とは、三昧を通して一切法無自性を認識することを
解説するものである。小さい方のM上zdhy(zmahOpade"はこれがテキストの全内容になって
おり、他方Rα”α"(zm"ogﾉ"#αの方は、テキストの最初の部分にこのことが述べられるも
のの、そこに説かれるテーマはさらに広がり、結果的にはMtzdhyamahOp(zdeS(zとは異なる
テキストであるような印象を与えている。
Mα“gama魔opade"の構成
MtzdﾉZyama々Opade"は小さなテキストであるために、全体の構成を分類することは難し
いが、PrajfiamokSaによる註釈に基づいて、Mndﾉlyama々QpqdeSαの構成を見てみると、次
の通りである。
0． 帰敬偶
0．1功徳を述べることでの供養
0.1.1利他の円満
0.1.1原因('1）
0.1.2結果('2）
0.1.2自利の円満('3）
0．2敬礼による供養
1． 概説の主要部分
1.1まとめた意味(M）
1．2支分('鋤
2． 概説の修習次第(16）
2.1ヨーガ('7〉
2．2正行('鋤
2．3後行(I印
これらの区分からもわかるように、PrajhamokSaは冒頭に説かれている帰敬偶に対する区分
を詳細にする一方で、テキストの主要部分については語句解説を行っているものの、テキスト
全体の中でその語句がどのような位置にあるのかというような構成を分類することはなさない。
｢修習次第」を三項目あげているものの、それぞれの項目が本論のどの句にあたるのかまでの
明確な記述は見られない。しかし、これらの項目から次のことが言える。すなわち、 「中観の
概説」とは、二諦説である。本テキストは、それを把握するための修行次第の三段階を説いた
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ものである。
Mudhyama脆op"deSαにおける二諦説
M"lly(zma々qp(zdeS(zの最初の部分に説かれている記述に基づいて、DIpamkaraSrijfiana
が本テキストにおいて二諦説をどのように説いているのかをまとめてみる。まず、全文をあげ
ておく ：
世俗においては、一切の法はこちら側で見る限り、因果などの在り方すべては顕現する
ままに真実であるけれども、勝義或いは真実としては、その世俗の顕現するままのものだ
けを大きな論点で調べ、明らかにすれば、髪の毛の先端を百に裂いた量さえも取られない、
と確かに理解するべきである。
ここに説かれている二諦の区分を表示すれば、次のようになる。
世俗……顕現するままに真実である
勝義……顕現するものは把握できない
世俗を「顕現するままのもの」とすることは、すでに指摘されているように(")、琉伽行唯識派
の影響をうかがうことができる。しかし、鼬tyqdUqyaU(ztarz(2')に見られるような、世俗を
正しい世俗と誤った世俗に二分する記述は見られない(")。では、ここに説かれている世俗とは、
このどちらであろうか(鰯)。顕現するものが因果関係により成り立つものであること、真実であ
るとされていること、またPrajfiamokSaによる註釈において「考察しなければ歓ぱしいも
の(avicaraikaramya)("」と説かれていることから、ここでの世俗は正しい世俗である。世
俗と勝義を誤ったものと真実のものという二項対立で設定していないことから、ここに説かれ
ていない誤った世俗という概念をその背後にあることは推測できる。そうであるのならば、本
テキストに説かれている二諦説は同じ著者の助tyad"ayaUatamと矛盾するものではなく、
彼がチベット語の翻訳者でもあるバヴヤによるMtzdh/zmaんα"t"qpmthpaの影響(鱈)も排除
されないものとなる。
’
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まとめ
DIpamkaraSr茄且､aにとっての中観とは、二諦説であり、一切法無自性を認識することで
あったのは明らかである。彼にとっては、それを認識するための具体的な方法が重要であった
ように思える。すなわち二諦説の内容を論じるよりも、それを知覚するためのヨーガという手
段とそれにより把握された内容の方に重点が置かれているように思える。そのために、他の中
観論者の説く中観の説示とは異なる印象が生じている。
ただしPrajfiamokSaによる注釈書を通して読むと、Madh/zma々Opfzdesαに対する印象
は、多少異なって見えてくる。そこでは、先行するSantaraksitaのテキストからの引用も
’
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見られ、論理学のタームも述べられている。彼がどのような人物なのかや、DIpamkaraSrIjfi-
gnaが自分のテキストに対する注釈書を読んでいたのかが不明であるために、この二つのテ
キストがどのような関係にあったのかは判断できない。もちろんDIpamkaraSrIjiianaのそ
の他のテキストから、彼がSantaraksitaや論理学を知っていたことは明らかである。しか
しMadhyamabOpadｾ§αを著すにあたり、彼らの思想に対する言及は行われてはいない。
注記
本稿は、平成14年9月14日に大正大学で開催された日本宗教学会第61回学術大会において「アティーシャ
のもう一つの『中観説示」について」のタイトルで発表した際の配付資料に基づいている。ただし、最後
にMadﾉtyQJTzaたopadesaUr〃jのチベット語テキストを付し、加筆の上、語句表現の訂正を行った。
(1)dB"ma'ima喀晤αgcesbyaba.Tr., byDHp mkaraSrljfiana,Tshulkhrimsrgyal
ba.C.Ki97b2-98b;D1.No.3929,Ki95bl-96a7,D2.No.4468,6b5-7b3;Gl.A147bl-
149a3,G2・A181bl-182b5,G3.Gi9a2-10a4;N1.No.3 15,A104a7-105b4,N2.No.3317,
A128b4-129b3,N3.No.3 72,Gi8a4-9a2;Pl.No.53 4,A105a8-106b6,P2.No.532 A
132b4-133b6,P3.No.5381,Gi8a8-9b2.金写版・ナルタン版・北京版には、三種類のテキストが
収められている。チベット大蔵経に収録されているDIpamkaraSr7jiianaのスモール・テキストに
ついては、中観部のものと彼の小部集のものとの二種類が収められているのだが、このテキストにつ
いてはもう一つの伝承があったように思える。また、本テキストについては、フランス語訳(Salen
1986,pp.121-144)、英訳(Sherburne2000,pp､361-365)、ヒンディー語訳(Sonam2000)がす
でに発表されている。
(2)dBuma'imα凡g凡gagrmpocﾉte'jzamatog虎ﾉzapﾉtyebasﾉlesbyaba.Tr.,byDIpa-
mkaraSrIjfiana,brTson'grussengge,Tshulkhrimsrgyalba． D.No.3930,Ki96bl-
116b7,G.A150bl-182b5,N.No.3316,A105b4-129b4,P.No.5325,A106b6-132b3.
（3）宮崎泉1993,1995,望月海慧1996,ツルテイム・ケサン2001.
(4)dBumq'ima"9瓦gggcesbyqbq'i' l-elPq.Tr.,byShesrabtharpa(PrajfiamokSa),
Tshulkhrimsrgyalba.C.Kill9b4-126b2;D.No.3931,Kill6b7-123b2;G.A183bl-
193a2;N.No.3318,A129b4-137a3;P.No.5 27,A133b6-142a4.本テキストにはヒンディー
語訳(Sonam2000)がある。
（5）羽田野1986,p.86.
（6）ただし、その引用箇所の比定はできていない。
（7）宮崎泉1993,1995,望月海慧1996.
(8)Tib.:stanbdebalaskyilmokrungbcaste'dugla/
(9)Tib.D.Ki96b4-5:dkonmchoggsumgyigzugsbrnyangyispyan ngarstan'jam
l4
zhing'bolbala 'dugla/
(10)Tib.D.Ki97a6-7: semsnikhadogmedpa/dbyibsmedpa/rangbzhingyis 'od
gsalba/gdodnasmaskyespa'o//
(11)MUの「お言葉の光により」という句がこれにあたる。
（12）「我などのすべての障害の心髄の蓮華を開花させ」という句がこれにあたる。
（13）「最高の聖者」という句がこれにあたる。
（14）「大乗の中観の概説はこうである」という句がこれにあたる。そのうち、「大乗」とは大智と大悲で
あり、「中観」とは二諦であるとする。
（15）「世俗においては」から「理解すべきである」というまでの二諦説を説いた句がこれにあたる。
（16）以下の区分のように、この項目を三項目に分類しているものの、MUのどこからどこまでがそれ
ぞれに相応するのかという記述はMUVには見られない。従って、以下の分類は筆者の判断による
ものである。
（17）ヨーガを通して、物質的存在と非物質的存在とが考察し難いものであることが説かれている。
（18）前述のように、MUVには「正行」を指摘する記述はないが、ヨーガにより極得した智恵に関する
箇所がこれにあたると判断する。従って、「そのように両者はいかなる自体にも成立せず」から、 「そ
のようなものに智恵を存続させるべきである」までとなる。
(19)「出てこようとするならば結鋤鉄座から起き上がる」以下の句がこれにあたる。
（20）江島1983,p.369.
(21)Tib.D.No.3902,4467,P.No.5298,5380.Tr.byDipamkaraSrIjhanaandbrTsonseng
ge.
（22）江島前掲書,p.369によると、SDの二諦の区分は次の通りになる。
勝義……分別的思惟を離れ表現不可能な、不生不滅なる法性
世俗
(i)正しい世俗……考察されることなく単に歓ばしいだけの、現実的作用の能力のあるもの
(n)誤れる世俗……現実的作用の能力のないもの
（23）彼は、SDにおいてこの二分類を行っており、またBhavyaのMRPの訳者でもあることから、
この区分を知らなかったということは考えられない。
（24）一郷1985,p.119と注(3)を参照。
（25）江島前掲書,pp､3帥-382.
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『中観説示』和訳
インドの言葉でMtzdhyamaんOpade"-Jzama
チベットの言葉で『中の説示』というもの
世間主に帰依をする。
言葉の光線により我(1)などのすべての障害の心髄の蓮華を開かせる最高の勝者に敬礼す
る。
大乗の中観の概説(upadeSa)はこうである。すなわち、世俗においては、一切の法はこち
ら側で見る限り、因果などの在り方すべては顕現するままに真実である(2)けれども、勝義や真
実としては、その世俗の顕現するままのものだけを大きな論点(3)で調べ、明らかにすれば、髪
の毛の先端を百に裂いた量さえも取られない、と確かに理解するべきである(4)。
心地よい座具に結珈畉座をして座わり、この様にまず事物は二つである。すなわち、物質的
存在と非物質的存在とである。そのうち物質的存在は原子が集まったものであり、それも部分
の区別により開いて調べれば、極微さえも残らず(5)、よく顕現するものでもない。非物質的存
在とは心である。それも、このように過去の心は滅し消えており、未来の心は未だ生じておら
ず起こっておらず、現在の心はこのようにとても考察し難い。すなわち色彩がなく、形態を離
れており、虚空と同じなので成立しておらず、また一と多を離れており、生じておらず、また
それは自性により輝いているものなどであり、論理の武器により考察し調べれば、成立してい
ないものと理解される。
そのように二はいかなる自体にも成立せず、存在していないだけであるのならば、その妙観
察智自身も成立しない。例えば二本の木がお互いに擦れることにより火が生じるという縁によ
り、二本の木が燃えなくなってしまうことに従い、何らかのものにより燃やされたその火自身
も自ずと消えるように、自相と共相により一切の法が存在しないものとして成立しているだけ
であるのならば、その智たるものは顕現することなく、光明はいかなる自体も成立せず、沈み
込みと昂りなどの過失となるものはすべてが取り除かれる。すなわち、その場合に識はいかな
るものも考察せず、何も把握せず、記憶と作意のすべてが捨てられている。すなわち特徴や考
察の敵や、泥棒が出てこない限り、そのようなものに識が存続させられる。
いつであれ［三昧から］出てこようとするならば、ゆっくりと結珈跣座から起き上がる。す
なわち幻のような意により身・口・意による善がどうにかして作られる。そのように尊敬し、
長い間、連続して完成していれば、福分をもつ者たちにがこの同じ時を喜ぶことが見られる。
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すなわち一切の法は虚空輪のように、努力や苦労なしに、自らの性質により自然に成立するこ
とが明らかに知られる。それに従って得られるので、一切の法は幻などであると知られる。い
つであれ金剛のような三昧を明らかにした後には、後に得るものは存在しない。すなわち一切
時にわたって等しく座っている。そのようでなければ、「菩薩との差異はいかなるものがあろ
うか」などという論理と聖教をここでは述べない。他者の利益を無量の劫にわたって集め、誓
願をなす力により教化された者たちは望む通りになるであろう。聖教と論理はとてもたくさん
なので、ここでは広げない。
『中の説示』という賢者ディーパンカラシュリージュニャーナによる著作を終わる。
インドのその賢者自身と、校訂の翻訳官比丘トゥルティム・ゲーワがラサの大昭寺で翻訳、
校訂し、編集した。
ラサの大昭寺(6)でディーパンカラシュリージュニャーナという賢者にチベットの尊者
レッグペー・シェーラブがお願いをした後、私が翻訳をしたのである。
大徳ディーパンカラシュリージュニャーナによる教義は三種の人を把握しており、迷
乱の道には行かない、とナックツォーのツルティム・ゲーワは言う(7)O
訳注
(1)MUVは、「我などとは規範師自身などであって、理解しやすい」とあり、「我」をアートマンでは
なく、「自分」と読んでいる。
(2)SV93-94:rgyurkyendaggisbskyedpasna//
kunrdzobjiltarsnangbagrub//
（3）「四大因」のことである。DIpamkaraSrIjhanaの四大因については、江島1980,pp.239-248を
参照。
(4)SV89-92:kunrdzobjiltarsnangba'di//
rigspasbrtagsna'g 'mirnyed//
marnyedpanyiddondamyin//
yenasgnaspa'ichosnyiddo//
Cf.江島1983,p. 66.
(5)G1,N1,P1は、この後に、テキストの混乱がある。
(6)Tib.:lhasa'phrulsnanggtsuglagkhangchen.
（7）奥書きの後に付されている二偶（前半は9音節、後半は7音節からなる）については、Dl,G1,
N1,P1のみにしか見られず、その他の版では欠けている。内容は、奥書きに書かれていることと同
じであるが、「とツルティム・ゲーワが言う」とあることから、この偶は翻訳者によるものでもなく、
それ以後に第三者により付された可能性もある。Cf.Chattopadhyayal967,p.455.
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skralirtsemobXgyargshags'8(D2.7a)paiitshadtsam!'1wang"bzung2!dumeddo"zhes
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5G1,G3,N3Wshalb.6D2padmo,P3padmama、7P2,N2pa．8N2A
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16G1,N1,Plna/G17D2,G2,G3,N2,N3,P2,P3brsal,Cgsal.
18G2,N1,N2,P1,P2,P3bshags.19C,Dlom.Eam.20D2,G3yang.
21D2,G1,G3,N1,P3gzufg、22G1,Pldo"..23NlbWil,Pldbfil.
24N1mom25G1,G2,N2,P1,P2dkm昭．26N1ro.
27G2,G3,N2,N3,P2,P3Poni．28G1he．29C,D1,G3,N3,P3"ngA
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33G2,G3,N3,P2,P3Itog.34D2,G1,G2,N1,N2,N3,P1,P2,P3pollyid.
35D2,N3,P3om./; 6G2bang/:37D2,G1,G3,N1,N3,P1,P3du/:
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プラジュニャーモークシャ著
『中観概説注』和訳
インドの言葉で、MCdhyamα〃OpadeS(zUrttj
チベットの言葉で、『中観概説注』
聖なる世間の自在主に敬礼する。
有情の苦しみを取り除き、白［業］を増益する原因である菩薩(')に敬礼してから、『中
観概説』を明らかにする。
不転倒の分別により、輪廻の泥に沈んだ者たちが概説書の道に依存してから正しく菩提
を完成させるために、概説書の意味だけが解説される。
まず「お言葉の光により」などと言うことにより、功徳をもつ対象に初めに帰依をする。そ
の規範師自身は高貴なる聖者として知られており、障害の邪魔ものを滅し、解説を誓われてい
るので意趣のあるものである。この偶頌により、二つのまとめた意味を説いている。すなわち、
功徳を述べることによる供養と敬礼による供養とであり、功徳も利他の円満と自利と考えるべ
きである。利他にも原因と結果［がある]｡すなわち、「お言葉の光により」と言うことにより、
原因の円満を説いている。「我などのすべての障害の心髄の蓮華を開花させ」と言うことによ
り、結果の円満を説いている。「最高の聖なる人」ということにより、自利の究極を説いてい
る。「たち」とは、たくさんである。「敬礼する」とは、帰命の言葉である。
［今度は］部分の意味が解説されるべきである。すなわち、「何れかの」とは、作者の言葉か
一般の言葉であっても、他の対象を捨ててから頼るべき仏だけに入ることが明らかである。仏
の功徳を述べることによる供養と、敬礼による供養の時機であって、「念怒仏母」というのと
同じである。すなわち、一般の言葉でも、乳を必要とする時機に牛が念怒母に入ることである。
「お言葉の光」と言うことにより、お身体・お言葉・お心の光も説かれている。白と赤と青
と日月の光と同じである。日が昇ることで、光が大暗黒を除き、花などを開花させ、種々なる
薬草と果実を熟させ、霜などの寒さの感触の害を滅し、暖かさの感触により衆生を喜ばせ、道
と道でないものと明らかではないものを明らかにし、星などのその他の光を圧倒している。そ
のように世尊のお身体・お言葉・お心の門から不可思議なる伝承の説法の光により有情たちの
無明の闇を取り除き、智恵の蓮華を開花させ、未熟な相続を成熟させ、魔などの害を滅し、一
切の衆生の苦を滅し、無上の喜びをもたらし、悪見を取り除き捨てて、天などの成熟した光に
より制圧もなされる。さらにまた、「暗黒にすることと」ということも説かれている。「光によ
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り」とは、作者のなすことを示している。「開花させる」とは、行為をなすことを示している。
｢我など」とは規範師自身などであって(2)、理解し易い。「障害」とは、真実の意味が明らかに
なっていないからである。「すべての」とは、世尊の悲心ははかないものではなく、すべてに
満ちており、一切のためになすことにお入りになられるからである。「心髄の蓮華を開花させ
る」とは、心の依処になる心髄であって、依処の名称に頼って考察されている。それ故に、
｢心(3)の蓮華を開花させる」と言われる。さらにまた蓮華と同じである。すなわち、蓮華を見
れば、喜びが生じ、種々なる香りと色と蜂蜜などが生じる場所であり、泥から生じても泥を身
につけておらず、特に素晴らしい。そのように心も、種々なる喜びへの欲求の場所であり、一
緒に生じる甘露を味わい、菩提の宝の生じる場所になっており、突然の汚れをもっても、自性
により輝き、清浄となる。さらにまた、
水界と金と虚空が清浄であるように、清浄であると認められる(‘)。
と言うのと、
心の自性が仏であって、仏は他所に求められない。
ということによっても説かれている。 「開花させる」とは蓮華を開花させることと同じである。
五種の学問について智恵を広げることである。さらにまた、
何らかのものを把握し、取り出し、浄化して、他者に質問し、聞いたことを理解するそ
の人の智恵は、太陽の光により蓮華のように開花する。
というのと、また、
五つの学問に長けていなければ、最高の聖者はいかなる者であっても、一切智を完成し
ないであろう。それ故に他の者たちは抑制に従って把握したり、自分自身で修習すること
で、それを彼は精進している。
ということによっても説かれている。「最高の聖なる人」とは、捨てられるべきものと智恵を
円満な自体としており、三身の主体である。彼に「敬礼する」とは、帰命することであって、
身口意の三善業である。
今度は、概説の主要部分として説かれるべきである。まず「大乗の中観の概説はこうである」
などは、原因である聞思修の三智をまとめて示したものである。そのうち、 「乗」は原因の乗
と結果の乗であって、原因は諸菩薩の道である。何故ならばここから行くからである。それも、
仏乗の在り方として解説したものと波羅蜜乗の在り方として解説したものであって、他のもの
に解説されている通りである。結果の乗は、三身自体である。何故ならば、歩き回るからであ
る。高僧は智恵と悲心などが大きい。さらにまた、
捨が大きく、智恵が大きく、力が大きい。
ということによっても説かれている。そのうち、大智とは、一切法を幻のように知り、何に対
しても執着しないことである。大悲は、衆生の利益を中断しないので、「方法と智恵を結び付
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ける」と言われ、諸菩薩の道である。智恵と悲心などが小さいことが、「小乗」と言われる。
さらにまた、
方法がなく、智恵が離れた者は、声聞たるものに堕ちる。
ともお説きになられている。それ故に声聞は浬藥の極に堕ちて、有余依と無余依の浬藥を明ら
かにしてから、衆生の利益を看過している。それぞれの人たちは輪廻の極に堕ちて、種々なる
苦を領受している。菩薩は、それらの極を捨てて、大智により輪廻の極に住さず、大悲により
浬桑の極に住さないので、それは「二極に住さない浬藥」と言われる。さらにまた、 「無住処
浬藥」と言われ、
空と悲心は不分離で、いずれかの相続(5)に依存する世間主の完成した方法であって、こ
れが一切の仏により解説されている。
と言うことも説かれている。それ故に「大乗」とは智恵と悲心である。「中」とは、一切の極
端を離れ、核心の意味での中であり、さらに言葉と意味である。意味の中は、二諦であり、後
に解説される。言葉の中は、中を述べる言葉であり、二極を捨てる語が設定されているだけで
ある。その概説は、尊重されるべきである。少ない労力で大きな意味を理解するものが「概説」
であって、「それを修習すべきである」と合わされ、後に説かれている。「無始より」とは、輪
廻の始めと終わり(7)がないことである。事物に執着することは真実に執着することである。能
取・所取などである。「二諦として設定される」とは、真実としては一と異とではないものと
説かれている(7)｡同一ならば、世俗が捨てられるように、勝義も捨てられるものになってしま
い、世俗が種々であるように、勝義も種々になってしまう。世俗が汚れをともなっているよう
に、勝義も汚れをともなうであろう。異なるならば、法をもつものと法自身にもならないであ
ろう。有為の性質を制圧することにもならず、道を修習することも無意味になる。それ故に一
や異と述べられることはない。詳しくは、他所に解説されている通りである。さらにまたどの
ようにかと言うならば、
行と界と勝義の相は、一と異より解放されている。一と異として考察されるものはいか
なるものも正しい在り方ではなく、誤って入っている。
と説かれており、また貝殻の白さのように、同一であることと異なることから解放されている
と説かれており、まとめた意味である。
支分が詳しく解説される。まず「世俗において一切の法は」などは、聞と思より生じた智恵
により一切の法は二諦の在り方として学ぶものであると説かれている。そのうち「世俗」は迷
乱の智恵であり、真実の意味における障害は他所に解説した通りである。「一切法」は、すべ
ての意味であり、理解し易い。「こちら側で見ること」とは、真実を見ない者たちである。「考
慮すれば(anurodha)(8)」は、執着の想と合わされる。「因果など」は、蕊界処などである。
｢顕現するまま」とは、考察しなければ喜ばしいものであって、顕現には自性がないという意
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味である。さらにまた、
何であれ依存してからの諸事物は、水月のように、真実ではなく、転倒したものでもな
いと主張する者たちは邪見により奪われない(9)o
ということによっても説かれている。「諦」とは、効果的作用としての諦であり、顕現のみと
して真実であり、分別し考察すれば、真実としては成り立たないという意味である。さらにま
た、
論理により考察すれば、真実ではない。それとは異なるものとして真実である。それ故
に事物が同一であることについて真実と真実でないものがどのように矛盾しようか。
ということによっても説かれている。「勝義として」とは、真実の智恵である。真実の意味に
は欺畷がなく、正しい結果を引き出す者が求めるので、正しいものであり、それにより考察す
れば、いかなるものも成立しない。「世俗において顕現するままのもの」とは、外と内の事物
である。「大きな論点」とは、理由を成立させることに欺臓がないので、論点である。
言説の量から自性に関係することがあれば、意味により理解される。
ということによっても説かれている。「大きい」とは、煙りなどの言説の理由によることで、
大きいものであり、それらは言説の意味に欺職はないものである。ここに真実の意味において
欺畷がなく、事物の差別をすべて制圧し、悪見のすべての魔を滅し、戯論のすべての極を排除
しているので、大きいのである。それ故に、
すべての勝者の空性が、すべての見解を確実に取り除いている。
ということによっても説かれている。「らにより(I｡)｣とは、四つの相であり、それも、
何であれ縁起生のものは、滅がなく、生がない(,,)。
というのと、
自ら(12)からではなく、他からではなく、両者からではなく、無因でもない。事物はいか
なるものも、どこにおいても、生ずることが決してないものである(,3)。
と言うのと、
多により事物は－とならず、多により多にもならない。一により多の事物となさず、一
により一となすこともない。
と言うのと、
自身と他者とが説くこれらの事物は、真実としては、一と多の自性を離れているので、
無自性であり、影像のようである(M)。
と言われ、合わさる部分は一つだけである。詳しくは、他所に解説されている通りである。
｢調べ、明らかにする」とは、部分の区別であって、十六や十などの部分の考察による。「髪の
毛の先端を百に割いた量」とは、とても微塵の量である。「領受する」とは、聞と想の智恵に
より一切法を二諦の在り方として学ぶべきであると示されている。さらに有学に先行するもの
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が聞と想の智恵であり、間と想をなして修習することが、さらにまた、
多くを聞く者は、森の中で、壮年期の者たちの場所を喜ぶ。
というものと、
真実の智恵を求めることを先にして(1s）
というものによっても説かれている。
今度は、概説の修習の次第が説かれている。すなわち、概説は上に解説しており、修習は、
ヨーガと正行(16)と後行の三種である。「心地よい座具に結珈鉄座で座り」ということにより、
三昧のヨーガが説かれている。一切の衆生を捨てないという想と、無量なる大精進により大菩
提を完成する心である。「まず事物は二である」とは、考察されるものである。「物質的存在と
非物質的存在」は、相互に排除し、場所の相が矛盾するものなので、すべての事物を満たし、
第三の集合を排除している。そのうち「物質的存在か」ということにより物質的なものが成立
しないことを示しており、それも因果として認められる。そのうち原因は、極微の四大であり、
それも水を多と認識することで、部分のない一は成立しない○一が成立しなければ、多自身も
成立せず、多は一などの自体である。そのように一と多に属さない他の集合は成立しない。
一と多とに属さない他の面をもつ事物はあり得ない○何故ならばこの二つは相互に排除
して、存在するからである(17)o
とそのように解説されている通りである。そのようにまた極微が成立しなければ、結果である
物質的なものも成立しない。例えば種子がなければ、芽が滅してしまうように。さらにまた、
そのように始めるものがないので、実体などが明らかになる。
ということによっても説かれている。「よく顕現することもない」と言われ、顕現は相である。
縛る原因であるので、「相は生じない」という意味である。今度は、心の相を把握できないも
のと示すので、「非物質的存在である」という。そのうち効果的作用は刹那的であるので、刹
那の部分が区別されており、さらに過去は事物が滅しているので、存在しない。存在するなら
ば、現在のものになってしまう。未来は、事物がまだ生じていないので、存在しない。存在す
るならば、現在と同じで、未来のものにならないであろう。それ故に「現在の心はとても考察
し難い」と説かれている。「考察し難い」とは、求めても把握できないからである。「色と形を
離れている」とは、青と黄色などと、長短などを離れていることによる。 「－と多(18)を離れて
いる」とは、一と多により考察することに耐えらないことで、他所に解説した通りである。
｢生じていない」とは、有と無が生じないことによる。「自性により輝いている」とは、自身を
考察せず、汚れを離れているので、自性により輝いている。「など」と言うことは、四句生を
離れ、自と他と両者と無因などの生を離れており、真実においては有無の極を超えて、幻のよ
うである。「論理の武器により」とは、論理たるものは武器と同じで、切り裂き、壊滅させる
からである。『智恵光明荘厳［経]』にも、
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諸仏は、いつも常に一切の諸法を思うこと得ず、法智を把握することがない者に対して
敬礼することを賞賛している。
と説かれている。「成立しないと理解される」とは、 ヨーガの智恵による。
「そのように二はいかなる自体にも成立しない」とは、三昧により示すことである。二とは、
物質的存在と非物質的存在である。「成立しない」とは、勝義において成立しないことであっ
て、他の考察は排除される。「その妙観察智自身も成立しない」ということにより、自身の考
察が排除されている。智恵は事物の区別であるので、事物が成立していなければ、その智恵自
身も成立しない。樹が成立していなければ、鹿などが排除されているようにO
さらにまた、燃料が燃えた火は、燃料が燃えた後に残っていないように。
と言うのと、また上にまとめた在り方により、心が成立しなければ、心所も成立しないO太陽
と光線のようである。
心はそのように否定されるので、心所も排除される。
と言う。「例えば二本の樹が擦れてから火が生じる縁により」などは、聖経の門から解説をし
ており、妙観察智が存在しないことと同じで、一切の考察は薪と同じであると説かれている。
例えば、
有情の一切法は識の火の薪であると認められる。例えばそれらが開く火により焼かれれ
ば、消滅してしまう。
と言われ、
妙観察の火の中で不善なるすべての考察は燃やされるので、
と説かれている。「自［相］と共相」とは、共相は空と無我などである。自相は喜びと欲望な
どである。「その智恵たるもの」とは、その禅定の智恵自身である。「顕現することなく」とは、
自と他の考察を離れていることである。さらにまた、
いつであれ知と所知自身は見られないから、その時に相は生じないので、場所に依存す
る(19)ために立ち上がらないO
ということによっても説かれている。「光」は、自性により清浄であるからである。極を離れ
ていることは、常と断を離れていることである。「どこにも成立しない」とは、一と多などは
どこにも成立しないからである。「沈み込みと昂り」などのすべては、三昧の過失で、さらに
沈み込みは、内なる不活発さであるo昂りは、心が動くことである。「など」とは、他の相も
である。「その際」とは、その禅定の際にである。「どこにも把握されず」とは、能取と所取の
考察を離れているからである。「記憶と作意のすべてが捨てられる」とは、過去と未来を認識
する考察が捨てられることであるoものが可愛いなどということが捨てられることである。
｢考察の敵や泥棒」は、敵や泥棒と同じで、三昧の宝を奪うので敵である。それ故に正知の偵
察員がそれらを捨てるのである。さらにまた、例えば、
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誤って行く心の象は、対象の棒杭に固定して、記憶の綱で確実に縛ってから智恵のフッ
クで制圧すべきである(")O
と説かれている。言説として大火を認識すれば、髪の毛の逆立ったものの区別を否定するよう
に。それ故に二つの集まりをあつめ、二としての顕現が生起させられることは正しくない。も
し「世尊は、幻の学者のように、幻を幻自身と知り、真実たるものと執着することが生じない
ので、彼自身は迷乱していない」というならば、その通りならば、「我を説く者たちも我を常
住な我として知っており、声聞も事物を事物たるものと知っており、唯心論者も自証を勝義た
るものと知っており、それ自身に迷乱はない」という言う場合に、言うままになってしまう。
もし「我などの事物は所知には存在せず、量により害され、趣により成立しないので、設定さ
れただけのものに尽きているので、それを把握することは迷乱たるものになるが、幻だけとし
ては量により成立し、量により害されず、ありのままに知ることは迷乱にならないであろう」
と言うのならば、それは正しくない。不転倒智の所知に幻のように存在するものは、どこにお
いても成立しない。迷乱していない知の所知に眼磐などが存在しないように。もし世俗が顕現
するままに知られないならば、一切智とならないであろうと言うのならば、その通りならば、
過失のない感覚器官の直接知覚には幻の馬と眼磐などは顕現しないので、直接知覚ではないも
のになる。それ故に迷乱を捨てた智恵を虚偽とするのは正しくない。虚偽が顕現するならば、
その智恵自身も迷乱になるから。例えば陽炎を水と認識するように。その通りでなければ、そ
の対象自身も事物たるものになり、知はいかなるものも迷乱するものとはならない。それ故に
究極の智恵に二として顕現する相はどこにも生じない。二としての顕現と迷乱の相は、名称だ
けが種々であるが、意味は種々ではない。経典に、例えば、
スブーティよ、物質的ものが相である。声が相である。
と言うのと、また、
仏よ、大仙人と太子たちの三昧は、相を捨てたものである。世間の者たちは相をともなっ
ている。
などと言う通りである。もし「世俗が存在しないことを恐れる恐怖により恐れてから、智恵に
世俗が顕現しない場合に顕現が明らかになるであろう」と言うのならば、それは正しくない。
顕現しないものを明らかにすることにより満たされないので、不確定なものになってしまう。
過失のない感覚器官の知に第二の月と眼騎などは顕現しない。その知によりそれらは明らかに
なるのではないように。智恵と知により考察したならば、真実と虚偽、有と無と、法はいかな
るものも存在することがないので、「不住の中」と言われる。例えば、
智恵が有と無を超え、不住なるそれらのものは、深い知覚されない縁の対象として修習
すべきである。
と説かれている。これにより聞と思の順序も解説されている。それより他に言説の量の対境に
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すべての世俗が存在するので、排除されない。「三昧」とは、対象に心を統一することで、そ
のすぐ後に不可思議なる三身を成立させる原因の可能性は妨げられることがないものである。
｢明らかにした後に」とは、完全なる仏地を得た後は、等証菩提による智の区別が種々であっ
ても、法界の性質として一つである。ガンガーとシンドゥーとパクシュなどの水の区別が異なっ
ていても、大海の本質として一つである。例えば、
法界に区別はないので、種姓は種々ではありえない(21)O
と言うのと、
所依の法の区別により、その区別が明らかに解説される(型)。
と説かれている。「後に得られるものはない」とは、相が生じないからである。「時」とは、前
後などである。「等しく座っている」とは、法界から動かないからである。例えば、
象が座っていても等しく座っており、象が起き上がっても同じく起き上がる。
と説かれているように。「そのようでなければ」とは、二としての顕現の相が生じないならば
ということである。「差別がない」とは、有学の道に住することと差別がなく、所取と能取の
迷乱を理解することは捨てられず、等しく菩提になるので、二としての顕現の相が生じること
は正しくない。例えば、
菩提は虚空の相である。何故ならば一切の相が捨てられているから。
と言うのと、
またスブーティよ、智恵に対象はない。智恵に対象があるならば、智恵を知らないであ
ろう。
と説かれているので、相はどこに生じるのか。もし二としての顕現が生じないならば、智恵の
顕現は中断し、誓願し集まりをあつめることも意味がないと考えて、 「利他」などが言わてい
れる。これにより無分別の本質から色身が二つ生じ、不可思議なる衆生利益をなすことを説い
ている。考察することがなくても、衆生利益が生じることに矛盾はない。大海から波が生じ、
太陽から光が生じ、如意宝から欲望が生じるように。他からも、先行する供養などの例えによ
り考察することがなくても、衆生の利益が生じると説かれている。「瞼理」とは、害をともな
う量である。「聖教」とは、仏のお言葉である。「述べられない」とは、多くなることを恐れて
いる。「利他」とは、世間と出世間の意味である。 「無量劫」とは、数を超えていることであ
る。「集める」とは、原因の意味であり、福徳と智恵の集まりである。「誓願をなす」とは、利
他をである。「教化される者たち」とは、弟子たちであり、相続を浄化した者たちである。「望
む通りに」とは、何れかの教化される者とその主体として顕現するものである。種々なる種姓
のように、信解する通りになるであろう。例えば、
多くの信解した衆生に種々なる行が説かれている。深い法性を説いた後には、もし信解
していなくても、責めることをなさず、不可思議なる法性を伴っている。
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と説かれている。実体としては、世尊に仏身などと二として顕現する相はない。さらにまた、
法界から動かず、考察されない性質に存在する。
さらにまた、例えば、
自分を物質的と見るものは、
とお説きになられている。それ故に法身は虚空の如くであり、虚空には辺境と真中、多くの色
などの区別がいかなるものも存在しなくても、衆生が辺境と真中、青と黄色と多くの区別を理
解する。もし「色身などを理解することがなければ、衆生の利益をなすこのことは正しくない」
と言うのならば、その意味はすでに上に解説した。太陽を理解することがなくても、種々なる
光が生じ、事物を明らかにする。その日輪自身は光ではない。その日輪自身が光であるならば、
家の中などとこの対象自身にも存在し、その輪自身も別なるものとなる。その光自身も日輪で
はない。同じものならば、その虚空自身に存在し、すべての事物を照らすことにもならない。
それ故にそこにある同じものが光でなくても、それから光が生じ、すべての事物を照らす。ま
さにそれ故に経典に、
仏は虚空のようであり、諸衆生はありのままである。
と説かれているので、不可思議である。
ディーパンカラの意図は測り難く、中の大きな意味を智恵の対象としなくても、知らな
いことの解説を望むことを示す目的のために、概説を明らかにすることをプラジュニャー
モークシャが著した。
この善の福徳を得た者が地水火風空に住する間は、説法の大宝が世間に存在してから、
有情は菩提の地位を得なさい。
『中観概説註』、パンディタであるプラジュニャーモークシャによる著書を完成する。
そのインドの賢者であるプラジュニャーモークシャ自身と比丘ツルティムゲルワーが翻訳し、
報告し、編集した。
訳注
(1)Tib.:byangchubsems.「菩提心」ともとれるが、DHpamkaraSrIjfianaのことと解釈し「菩
薩(byangchubsemsdpa')」の略と読む。
(2)MUVの著者は、チベット語の"bdag"をここでは「自分・私」と解釈し、「規範師(=DIpam-
karaSrijiigna)」のこととする。MUは格助辞を欠くので、「私などにより(gis)」と「アートマン
などの(gi)」の両方の読み方が可能である。
(3)MUでもMUVの他所でも「心髄(sfnying)」とあるが、ここでは｢心(sems)」とある。
(4)Madﾉzya"tα"め極g(z1 . 16cd.Nagaol964,p.24:
abdhatu-kanakakaSa-SuddhivacchuddhiriSyate/
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長尾1976,p.236.
(5)GNPは、「原因(rgyu)」とする。
(6)GNPは、「終わり(thama)」を欠く。
(7)Tib.:gcigdangthamidadparbstante.「同一で異ならないものとして説かれている」と
なる。
(8)Tib.:ngorbyas.TめetaルSα几s紘立Djctjo"α"byLokeshChandra,p.615.
(9)Y皿だ"Sa""45,Lindtnerl982,p.114:
gangdagbrtennasdngospornams//
chuyizlabaltaburni//
yangdagmayinlogminpar//
'dodpadedagbltasmi'phrog//
Seealso瓜生津1974,p.73,Tolal995,p.32andp.39.
(10)Tib.:rnamskyis.
(11)Malam(zdﾉtyama虎αMri"aの帰敬偶．三枝1985,pp､4-7:
anirodhamanutpadamanucchedamaSaSvatam/
anekarthamananarthamanagamamanirgamam//
yahpratItyasamutpadamprapaficopaSamamSivam/
～ 〃
deSayamasasambuddhastamvandevadatamvaram//
本テキストにおいてここで引用されている句は、最初のパーダと後半の偶の最初のパーダであるこ
とがわかる。しかしこの偶のチベット語訳は、
ganggisrtencing'brelpar'byung//
gagpamedpaskyemedpa//P
chadpamedpartagmedpa//
thadaddonmindongcigmin//
sprospanyerzhizhibstanpa//
rdzogspa'isangsrgyassmrarnamskyi//
dampadelaphyag'tshallo//
とあり、最初のニパーダがここに引用されていることがわかる。このことから、MUVのチベット
語訳者（すなわち著者自身）はこのMZZJamadﾉzyamaんα虎”娩亙のチベット語訳を念頭において
いた可能性がある。
(12)Tib.:rang.MIZI(zmadんyama虎αたα”たaTib.:bdag.
(13)Malamadﾉlyama々α"ri"I.1.deJongl977,p.1,三枝1985,p.8:
nasvatonapipratonadvabhyamnapyahetukah/
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utpann且jatuvidyantebh且vghkvacanakecana//
(14)MadﾉZyamfz"Jα"z"r(zl.Ichigol985,p.22:
bdagdanggzhansmra'idngos'did g//
yangdagtunagcigpadang//
duma'irangbzhinbralba'iphyir//
rangbzhinmeddegzugsbrnyanbzhin//
一郷1985,p､120,Ichigol989,pp.190-191.
(15）本パーダは、SantaraksitaのMQd/lyamαんajammFaUrt〃の末尾に説かれている偶の最初の
パーダである。一郷1985,p.193,Ichigol985,p.332.
(16)GNP:dngosbzhi.
(17)Madﾉzy(zma"J(Z"z"r(Z62.Ichigol985,p.188:
gcigdangdumamagtogspar//
rnampagzhandangldanpayi//
dngospomirung'dignyisni//
phantshunspangstegnasphyirro//
一郷1985,p.158,Ichigol989,pp.210-211.
(18)GNPは、「多」を欠く。
(19)GNPには、「堅固にする(brtan)」とある。
(20)Mαα九yama向αﾉtrdfzya虎包r娩包Ⅲ、16.江島1980,pp.272-273,Lindtner2001,p.9:
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